
令和３年度第１回みえスタディ・チェックの結果（中学校国語） 

１ 第１学年 

（１）平均正答率，平均無解答率及び領域別平均正答率 

平均正答率 

（平均正答数） 

平均 

無解答率 

領域別平均正答率 

話す・聞く 書く 読む 知識及び技能 

70.0% 
（9.8問/14問） 

1.42% 83.3% 56.4% 72.2% 72.5% 

 
（２）正答数別分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：生徒数） 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

（３）各問題の正答率  

問題番号 問題概要 
問題 
形式 

正答率 
過去 

同一問題
正答率 

改善状況 

１ 

一 
…部と―部とのつながりが合っていない文を選び，文

意が変わらないように書き直す 短答 49.8% 33.5% +16.3 

二 文中の「長い」が詳しくしている言葉を選択する 選択 69.5% － － 

三１ 慣用句「高をくくる」を完成させる 選択 38.4% 28.5% +9.9 

三２ 慣用句「羽を伸ばす」を完成させる 選択 89.3% 86.4% +2.9 

四 
文中の「たいしょう（対照）」にふさわしい漢字の意

味を選択する 選択 74.0% 69.4% +4.6 

五 
【「外郎売」の一部】と【ノートの一部】を読み，谷川さん

が気がついたことの説明として適切なものを選択する 選択 81.4% 68.8% +12.6 

２ 

一 
【俳句カード】を読んで，【話し合いの様子】の中西さんの

発言として，適切なものを選択する 選択 83.3% 81.7% +1.6 

二 
紹介しようとしている俳句のよさについての内容と

して，適切なものを選択する 選択 61.2% 56.9% +4.3 

３ 

一 
「ささえる」を正しい漢字と送り仮名で書いてあるも

のを選択する 選択 97.3% － － 

二 
【記録の一部】を読み，山本さんの質問の意図として

適切なものを選択する 選択 86.2% 78.5% +7.7 

三 「聞いて」の適切な敬語を選択する 選択 80.4% 74.6% +5.8 

四 

友だちから受けた【アドバイス】をもとに，栄養士の

仕事が具体的にイメージできるように，インタビュー

した内容を整理して書く（50 字～70 字） 
記述 52.1% 51.6% +0.5 

４ 

一 山下さんが書いた【報告する文章】の構成を選択する 選択 73.9% 75.3% -1.4 

二 
「３ 調査内容と結果」に記されている２つの内容を

取り上げ，分かったことを要約する 記述 43.3% 40.5% +2.8 



【成果】 

・文の中における主語と述語との関係などに注意して，文を正しく書く問題で 

改善が図られています。 

・示された資料の内容を適切に捉える問題で，改善が図られています。 

 【課題】 

  ・文章の構成や特徴を捉えることについて問う問題で課題が見られます。 

  ・慣用句「高をくくる」の意味を理解し,文脈の中で適切に使うことについて， 

改善が図られているものの，平均正答率が 40%を下回っており，依然として 

課題が見られます。 

 

（４）課題が見られる問題とその課題の改善に向けた指導のポイント 

  ① 課題が見られる問題 

 ４ 二の設問 （正答率：43.3%）                             

 



あ② 課題の改善に向けた指導のポイント 

    目的や意図に応じて，自分の考えの理由を明確にし，まとめて書くように 

指導する 

   

 

 

 

 
 
 

自分の考えが相手に伝わるように書くためには，事実と考えとを区別して書

いたり，理由を明確にして自分の考えをまとめたりすることが大切です。その

際，文章の種類や特徴を踏まえて書くことが重要です。 

調べたことを報告する文章では，調べた結果から自分がどのような考えをも

ったかを述べることになります。その際，調べて分かった事実が自分の考えを

支える理由や事例となります。これを踏まえて，より説得力をもって自分の考

えを伝えるためには，調べて分かった事実の中からふさわしいものを取り上

げ，自分の考えとの関係を十分に捉えて書くことが重要です。 

文章全体の構成を踏まえて書くことも重要です。調べたことを報告する文章

は，「調査の目的や方法」，「調査の結果とそこから考えたこと」などで構成し，

内容を書き分ける特徴をもち，このような文章全体の構成に即して，自分の考

えの理由を明確にして書くように指導します。 
 
  ③ 課題に対応したワークシート 

 
＊学校の先生は，上記のワークシートを「みえの学力向上県民運動」のホームページ「先生のペ

ージ」，「学-Viva!!セット（中学校）」内の「国語 第 16弾 資料をもとに自分の意見を書こう

cko_viva16002」から，ダウンロードできます。 

■学習指導要領における領域・内容 

小学校第 5学年及び第 6学年〔思考力，判断力，表現力等〕 B 書くこと 

ウ 目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく書いたりするとともに，事実

と感想，意見とを区別して書いたりするなど，自分の考えが伝わるように書

き表し方を工夫すること。 



④ 課題の改善に向けた授業例の紹介（授業アイディア例より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国立教育政策研究所ホームページ 

平成 31 年度「全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた」授業アイディア例 

 

 

 



２ 第２学年 

（１）平均正答率，平均無解答率及び領域別平均正答率 

平均正答率 

（平均正答数） 

平均 

無解答率 

領域別平均正答率 

話す・聞く 書く 読む 言語文化等 

65.9% 
（11.9 問/18 問） 

2.58% 63.0% 15.6% 49.6% 72.6% 

 
（２）正答数別分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：生徒数） 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

（３）各問題の正答率     ※網掛けは，正答率が過去より 5ポイント以上低い問題です。 

問題番号 問題概要 
問題 
形式 

正答率 
過去 

同一問題
正答率 

改善状況 

１ 

一１ 
同音の漢字の中から文に適した「シン」の漢字を選択

する（確信） 選択 95.0% 93.8% +1.2 

一２ 
同音の漢字の中から文に適した「カン」の漢字を選択

する（習慣） 選択 87.0% 85.9% +1.1 

二 指示された述語に対応する主語を選択する 選択 43.9% 34.8% +9.1 

三 適切な敬語を選択する 選択 61.6% 58.8% +2.8 

四１ 
「ハナイカダ」の意味として適切なものを【電子辞書】

の意味の中から選択する 選択 87.3% 86.5% +0.8 

四２ 「それでは」の働きとして適切なものを選択する 選択 91.4% 87.7% +3.7 

五１ 慣用句「えりを正す」を完成させる 選択 68.1% 76.4% -8.3 

五２ 慣用句「白羽の矢が立つ」を完成させる 選択 54.1% 42.7% +11.4 

六① 歴史的仮名遣い「よささうな」を現代仮名遣いに直す 短答 83.4% － － 

六② 歴史的仮名遣い「ゐる」を現代仮名遣いに直す 短答 88.4% － － 

七 
意見発表会の題名の下書きを書き直した改善点の説

明として適切なものを選択する 選択 38.5% 36.0% +2.5 

２ 

一 
山下さんの発言が，話し合いの中でどのような役割を

果たしているかを選択する 選択 73.0% 77.9% -4.9 

二 
倉田さんの発言について説明したものとして適切な

ものを選択する 選択 64.9% 67.6% -2.7 

三 
話し合いの流れを踏まえ，「どうするか決まっていな

いこと」を明確にして，解決する案を記述する 記述 51.0% 61.9% -10.9 

３ 

一 
【説明文の一部】から，「植物とアリの様子」につい

て適切な言葉を漢字二字で抜き出す 短答 42.1% 45.1% -3.0 

二 
「アリを迎え入れる」ことで植物が得られる利益につ

いて，適切なものを３つ選択する 選択 63.3% 61.2% +2.1 



４ 

一 【新聞記事】の書き方の特徴を選択する 選択 77.4% 76.6% +0.8 

二 

【新聞記事】，【中川さんが見つけた資料①】，【中川さ

んが見つけた資料②】の三つの資料から読み取った情

報を結び付け，自分の考えを記述する 
記述 15.6% 20.9% -5.3 

【成果】 

・慣用句（「白羽の矢が立つ」）の意味を，文脈の中で適切に使う問題で改善が 

図られています。 

・文の中の主語と述語の関係を捉える問題で，改善が図られています。 

・相手や場面に応じて適切に敬語を使う問題で，改善が図られています。 

 【課題】 

  ・話し合いの話題や方向を捉えて自分の考えを書く問題で課題が見られます。 

  ・慣用句（「えりを正す」）の意味を理解し，文脈の中で適切に使う問題で課題 

   が見られます。 

  ・複数の資料から適切な情報を得て，自分の考えを書く問題で課題が見られま 

す。 

 

（４）課題が見られる問題とその課題の改善に向けた指導のポイント 

  ① 課題が見られる問題 

  ２ 三の設問 （正答率：51.0%）                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  ② 課題の改善に向けた指導のポイント 

    話合いの話題や方向を捉え，自分の考えをもてるよう指導する 

   

 

 

 

 

指導に当たって，話合いをする際には，話題や方向を的確に捉え，自分の考

えをもちながら参加するように指導することが大切です。その際，必要に応じ

て話合いの話題について確認したり，話合いの経過を捉えたりすることができ

るように指導することも重要です。 

例えば，小学校での学習を踏まえ，司会の進め方や話合いの記録の仕方など

を確認した上で，実際に記録を取りながら話合いを行うなどの学習活動が考え

られます。その際，話合いの途中で，それぞれの発言の仕方について留意すべ

き点を確認したり，目指している到達点に向けて取り上げる話題をどのように

絞り込めばよいかについて考えたりするなど，話合いの仕方を見直しながら進

めるように指導することも効果的です。 

 

 

  ③ 課題に対応したワークシート 

 
＊学校の先生は，上記のワークシートを「みえの学力向上県民運動」のホームページ「先生のペ

ージ」，「学-Viva!!セット（中学校）」内の「国語 第 15 弾 話の展開に注意して聞き，考えを

広げよう cko_viva15001」から，ダウンロードできます。 

 

■学習指導要領における領域・内容 

１年生 〔思考力，判断力，表現力等〕 A 話すこと・聞くこと 

オ 話題や展開を捉えながら話し合い，互いの発言を結び付けて考えをまと

めること。 



  ④ 課題の改善に向けた授業例の紹介（授業アイディア例より） 

 
 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国立教育政策研究所ホームページ 

平成 31 年度「全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた」授業アイディア例 

 

 



令和３年度第１回みえスタディ・チェックの結果（中学校数学） 

１ 第１学年 

（１）平均正答率，平均無解答率及び領域別平均正答率 

平均正答率 

（平均正答数） 

平均 

無解答率 

領域別平均正答率 

数と計算 図形 
測定 

変化と関係 

データの 

活用 

60.9% 
(10.4 問/17 問) 

2.92% 62.4% 52.1% 54.5% 64.2% 

 
（２）正答数別分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：生徒数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）各問題の正答率  

問題番号 問題概要 
問題 
形式 正答率 

過去 

同一問題

正答率 

改善状況 

1 

(１) ９÷14 の商を分数で表す 短答 85.2% 87.2% -2.0 

(２) 80＋20×２を計算する 短答 72.8% 67.4% +5.4 

(３) 
四捨五入して一万の位までのがい数にしたとき，20000

になる整数をすべて選択する 選択 62.8% 58.7% +4.1 

(４) 
３

４
×0.3 を計算する 短答 81.0% 82.7% -1.7 

(５) 
答えが 12÷0.8 の式で求められる問題をすべて選択す

る 選択 41.8% 24.5% +17.3 

２ 

(１) 三角形 ABC と面積が等しい三角形を選択する 選択 45.2% － － 

(２) 
三角形 ABC と合同な三角形をかくことができる条件を

選択する 選択 70.7% 55.8% +14.9 

(３) 
分速70ｍの速さで２時間歩いたときの道のりは何kmか

を求める 短答 47.0% 48.8% -1.8 

(４) 
200 人の子どものうち，80 人の小学生の割合を百分率

で求める 短答 63.9% － － 

(５) 
生徒９人が反復横跳びを 20 秒間行ったときの記録 

の中央値を求める 短答 87.2% 73.2% +14.0 
                                                   

     

  



３ 

(１) 
示された四角柱について，かけ算の式がどのようなこ

とを表しているのかを説明する 記述 39.7% － － 

(２) 
円柱の側面に貼る長方形の紙の横の長さを示す適切な

点を選択する 選択 52.8% － － 

４ 

(１) 
三つの式が，それぞれ何を調べるための式かについて

説明している文を選択する 選択 68.2% 62.7% +5.5 

(２) 
縦 39cm，横 54cm の長方形の厚紙から，１辺９cm の正

方形を 24 個切り取ることができるわけを説明する 記述 47.8% 38.1% +9.7 

５ 

(１) 

各学校の１人あたりの本の貸出冊数を求めるために，

各学校の貸出冊数の合計のほかに調べる必要のある事

柄を選択する 
選択 52.7% 49.1% +3.6 

(２) 
示された二つの表だけでは判断できないことを選択す

る 選択 79.5% 70.0% +9.5 

(３) 
グラフから貸出冊数を読み取り，示された事項が正し

くない理由を説明する 記述 37.4% 26.4% +11.0 

【成果】 

・小数の除法の意味を問う問題で改善が図られています。 

・三角形 ABC と合同な三角形をかくために必要な条件を問う問題で改善が図ら 

れています。 

  ・与えられたデータから中央値を求める問題で改善が図られています。 

 【課題】 

・商を分数で表す問題で課題が見られます。 

・速さと時間から進んだ道のりを求めることに課題が見られます。 

・分数と小数の乗法の計算をすることに課題が見られます。 

 

（４）課題が見られる問題とその課題の改善に向けた指導のポイント 

  ① 課題が見られる問題 

 ２（３）の設問 （正答率：47.0 %）                             

 

 

 

 

 ② 課題の改善に向けた指導のポイント 

    異種の二つの量の割合として捉えられる数量の比べ方や表し方について理

解し，その数量を求めるとともに，目的に応じて大きさを比べたり表現した

りする方法を日常生活に生かすことができるように指導する 

   

 

 

 

 

 

 

 

速さなど単位量当たりの大きさの学習においては，異種の二つの量の割合と

して捉えられる量を比べることの意味を十分理解できるようにすることが大切

です。 

■学習指導要領における領域・内容 

５年生 C 変化と関係 

（２）異種の二つの量の割合として捉えられる数量に関わる数学的活動を通

して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

（ア）速さなど単位量当たりの大きさの意味及び表し方について理解し，

それを求めること。 

 



生徒は日常生活において，人の走る速さや乗り物が移動する速さなどを，速

い，遅いなどと表現して捉える経験をしてきています。速さを量として表すに

は，移動する長さと，移動にかかる時間という二つの量が必要になります。速

さを，単位時間当たりに移動する長さとして捉え，(速さ)＝(長さ)÷(時間)と

して表すことができるようにします。 

一方で日常生活などでは，速さを，一定の長さを移動するのにかかる時間と

して捉えることがあります。例えば 100m 走などの競技では，100m を走るのに

かかる時間によって速さを表しています。時間が短いほど，速さが速いという

ことになります。速さを単位時間当たりに移動する長さとして捉えると，速い

ほど大きな数値が対応することになります。また，速さを，一定の長さを移動

するのにかかる時間として捉えると，速いほど小さな数値が対応することにな

ります。一般に速さについては速いほど大きな数値を対応させた方が都合がよ

いため，時間を単位量として，単位時間当たりの長さで比べることが多くなり

ます。 

二つの量の割合で捉えられる数量を比べるとき，三つ以上のものを比べたり，

いつでも比べられるようにしたりするためには，単位量当たりの大きさを用い

て比べることができるようにすることが大切です。 

  



  ③ 課題に対応したワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊学校の先生は，上記のワークシートを「みえの学力向上県民運動」のホームページ「先生の

ページ」，「学-Viva!!セット（小学校）」内の「算数 第 16 弾 速さの表し方を考えよう

ssa_viva16004」から，ダウンロードできます。 

 



２ 第２学年 

（１）平均正答率，平均無解答率及び領域別平均正答率 

平均正答率 

（平均正答数） 

平均 

無解答率 

領域別平均正答率 

数と式 図形 関数 資料の活用 

50.6% 
(10.1 問/20 問) 

7.70% 53.0% 50.4% 42.1% 54.7% 

 
（２）正答数別分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：生徒数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）各問題の正答率  

問題番号 問題概要 
問題 
形式 

正答率 
過去 

同一問題
正答率 

改善状況 

1 

(１) ２×(－３２)を計算する 短答 69.8% 73.9% -4.1 

(２) 
－５，０，１，2.5，４の中から自然数をすべて選択

する 選択 45.7% 40.4% +5.3 

(３) 
「プールの水の深さは 120cm 以下である」という数量

の関係を不等式で表す 短答 42.9% 41.2% +1.7 

(４) ２x＝x＋３の解について正しい記述を選択する 選択 53.7% 56.1% -2.4 

(５) 直方体において，与えられた辺に垂直な面を書く 短答 48.8% 42.2% +6.6 

(６) 
円錐の展開図において，側面のおうぎ形の半径を読み

取る 短答 65.0% 65.5% -0.5 

(７) 

円柱の容器いっぱいに入れた水を底面が合同な円で

高さが等しい円錐の容器に移したとき，同じ量の水を

表している円錐の図を選択する 
選択 53.3% 42.8% +10.5 

２ 

(１) 
示された表から，宅配サービスの重量と料金の関係

を，「…は…の関数である」という形で表す 短答 35.4% 29.8% +5.6 

(２) 反比例のグラフから式を求める 短答 40.7% 34.3% +6.4 

(３)① 
ハンドボール投げの記録の分布を表したヒストグラ

ムから，記録の最頻値を求める 短答 28.2% 23.7% +4.5 

(３)② 
ハンドボール投げの記録の分布を表したヒストグラ

ムから，記録の中央値を含む階級を選択する 選択 64.9% 52.1% +12.8 

(４) 
画びょうを投げた実験結果から，上向きになる確率を

選択する 選択 81.2% 76.2% +5.0 

３ 

(１) 
示された模様の中で，平行移動で重ね合わせることが

できる三角形の個数を求める 短答 44.6% 43.7% +0.9 

(２) 
二つの三角形はどのような回転移動によって重なる

かを説明する 記述 15.7% 13.4% +2.3 

(３) 
正方形の紙を２回折りにし，切って開いた模様が，示

された模様になるものを選択する 選択 75.0% 67.9% +7.1 
       



４ 

(１) 
４日間で集まった紙パックの枚数を求めるために，枚

数を何に置き換えて考えているかを書く 短答 64.5% － － 

(２) 
紙パックの枚数の違いがおよそ何枚になるかをグラ

フから求める方法を説明する 記述 28.0% － － 

５ 

(１) 待ち時間の範囲を求める 短答 41.0% － － 

(２) 
ヒストグラムから待ち時間が 60 分未満の来院者の人

数を求める 短答 82.7% － － 

(３) 

「60 分未満の来院者数は，８時台の方が 11 時台より

多いとは言い切れない」と主張することができる理由

を相対度数を用いて説明する 
記述 30.1% － － 

【成果】 

・中央値の意味を理解し,ヒストグラムから中央値が含まれる階級を判断する問

題で改善が図られています。 

・底面が合同で高さが等しい円柱と円錐の体積の関係について理解する問題で改

善が図られています。 

 【課題】 

  ・指数を含む正の数と負の数の乗法の計算をすることに課題が見られます。 

  ・一元一次方程式の解の意味を理解することに課題が見られます。 

 

（４）課題が見られる問題とその課題の改善に向けた指導のポイント 

  ① 課題が見られる問題 

 １（４）の設問 （正答率：53.7 %）                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ② 課題の改善に向けた指導のポイント 

方程式は，変数（未知数）を含んだ相等関係についての条件を表した等式 

であり，その条件を満たす値が方程式の解であることを理解できるよう指導 

する 

   

 

 

 

 

 

 

■学習指導要領における領域・内容 

１年生 A 数と式 

（３）方程式について理解し，一元一次方程式を用いて考察することができ

るようにする。 

ア 方程式の必要性と意味及び方程式の中の文字や解の意味を理解する 

こと。 

 



指導に当たっては，方程式の解を求める手続きの習熟を図る前に，方程式の

解の意味を理解するため，様々な数を方程式に代入するなどして解を試行錯誤

しながら探すことができるようにすることが考えられます。例えば，方程式２

x＝x＋３で，この条件を満たす xの値を求めるために，この左辺と右辺の文字 x

に－２，－１，０，１，２，３，４などを代入し，左辺と右辺の値を調べていく

ことが考えられます。そこで，x の値が３のときにこの等式が成り立つことか

ら，３はこの方程式の解であることを理解できるようにすることが考えられま

す。 

また，方程式を解いて得られた値がその方程式の解であるかどうかを確かめ

る際に，方程式の解の意味を理解することが大切です。方程式を解いて得られ

た値をその左辺と右辺にそれぞれ代入し，等式が成り立つかどうかを確かめる

中で，方程式の解の意味を振り返る機会を設定することが考えられます。 

 

 

  



  ③ 課題に対応したワークシート 

 

 

  

＊学校の先生は，上記のワークシートを「みえの学力向上県民運動」のホームページ「先生の

ページ」，「学-Viva!!セット（中学校）」内の「数学 第１９弾 文字式の利用，方程式の解

き方とその利用 csu_viva19002」から，ダウンロードできます。 

 



  ④ 課題の改善に向けた授業例の紹介（授業アイディア例より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

国立教育政策研究所ホームページ 

平成 22 年度「全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた」授業アイディア例 



令和３年度第１回みえスタディ・チェックの結果（中学校理科） 

１ 第１学年 

（１）平均正答率，平均無解答率及び領域別平均正答率 

平均正答率 

（平均正答数） 

平均 

無解答率 

領域別平均正答率 

物質 エネルギー 生命 地球 

58.4% 
(11.7 問/20 問) 

5.05% 60.1% 53.0% 69.8% 47.1% 

 

（２）正答数別分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：生徒数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（３）各問題の正答率     ※網掛けは，正答率が過去より 5ポイント以上低い問題です。 

問題番号 問題概要 
問題 
形式 

正答率 
過去 

同一問題
正答率 

改善状況 

1 

(１) 卵と精子が結びつく「受精」の名称を書く 短答 65.8% 54.0% +11.8 

(２) 
解剖顕微鏡のピントを調節する適切な操作方法を選

択する 選択 72.1% 52.8% +19.3 

(３) 
メダカの卵の中の変化を基に，卵の育つ順について改

善すべき記録カードを選択する 選択 84.9% 85.3% -0.4 

(４) 
メダカやインゲンマメの成長に必要な養分のとり方

について，共通する事柄を選択する 選択 56.6% 53.0% +3.6 

２ 

(１) 物が燃え続けるときの空気の動きを選択する 選択 64.1% 65.4% -1.3 

(２) 気体検知管の操作方法について，適切な操作順を書く 短答 77.6% 82.5% -4.9 

(３) 
実験結果を基に，物が燃える前後の空気の成分のちが

いについて記述する 記述 56.4% 53.9% +2.5 

(４) 
実験結果を基に，物が燃えた後の空気に含まれる二酸

化炭素の体積の割合を測定する理由を選択する 選択 72.2% 68.7% +3.5 

３ 

(１) 
コイルに流れる電流の向きと電磁石の極の関係を選

択する 選択 71.1% 66.9% +4.2 

(２) 
コイルの巻き数と電磁石の働きの大きさの関係を調

べる実験方法を選択する 選択 56.6% 61.5% -4.9 

(３) 
電磁石の性質にふれて，電磁石からスチール缶をはず

す方法を記述する 記述 31.4% 32.4% -1.0 

 

 



４ 

(１) 「メスシリンダー」の名称を書く 短答 37.5% 50.9% -13.4 

(２) 
400ｍL の水に 12g の食塩を溶かして 408mL になった

食塩水の重さを選択する 選択 39.5% 35.6% +3.9 

(３) 
実験前の予想が正しかった場合に得られる結果を選

択する 選択 64.5% 67.9% -3.4 

(４) 
実験前の予想を振り返り，実験結果から水に溶けてい

る食塩の様子について，より妥当な考えを選択する 選択 81.4% 83.8% -2.4 

(５) 
課題に対して適切な考察になるように，実験結果から

言えることだけに言及した考察を記述する 記述 47.9% 53.3% -5.4 

５ 

(１) 「クレーター」の名称を書く 短答 56.2% 69.1% -12.9 

(２) 方位磁針の適切な操作方法を選択する 選択 34.3% 38.1% -3.8 

(３) 
観察結果を基に，観察した 3時間前の月の形と位置を

選択する 選択 48.8% 24.0% +24.8 

(４) 
モデルを使った実験結果を基に，月の満ち欠けから月

の位置を選択する 選択 49.1% 46.8% +2.3 

【成果】 

・解剖顕微鏡のピントを調整する適切な操作方法を選択する問題で改善が図られ

ています。 

・月は１日のうち時刻によって形は変わらないが，位置が変わることを基に，観

察した３時間前の月の形と位置を選択する問題で改善が図られています。 

【課題】 

・正確な量の水をはかり取るために用いる計量器具である「メスシリンダー」の

名称を答える問題や，月の表面に見られる，石や岩がぶつかってできたと考え

られる円形のくぼみである「クレーター」の名称を答える問題で課題が見られ

ます。 

・食塩水の食塩が蒸発するかを調べる実験において，課題に正対した考察になる

よう,「食塩水の食塩は蒸発しない」など，実験結果から言えることだけに言及

した内容に改善し，その内容を記述する問題で課題が見られます。 

 

（４）課題が見られる問題とその課題の改善に向けた指導のポイント 

  ① 課題が見られる問題 

 ４（５）の設問 （正答率：47.9 %）                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  ② 課題の改善に向けた指導のポイント 

    実験結果を基に分析し，問題に正対したまとめができるようにする 

 
実験結果を基に分析し，問題に正対したまとめができるようにするためには，

問題を確認し，実験などで得られた結果を根拠とした考察を行い，実験結果か

ら言えることだけに言及した内容かどうかについて検討することが大切です。 

指導に当たっては，食塩水を加熱したり，日なたに置いたりすることで得ら

れた結果を事実として的確に捉え，事実から解釈したことを「実験の結果から

いえること」として言及することが大切です。あわせて「水にとけた物は蒸発

しない」といった一般化した規則性を導きだすためには，１つの事物で見られ

た現象だけではなく，複数の事物で見られた現象で検討することが求められる

ことや，信頼性を高めるために，実験を複数の方法で複数回行うことなど，科

学的な方法が必要となることについて指導することが求められます。 

また，より妥当な考えに改善していくためには，問題解決の様々な場面で自

分の考えを表現したり，他者の考えを聞き，それを基に自分の考えを振り返っ

たり，見直したりするなどの話合いを重視した学習活動が考えられます。 

  

■学習指導要領における領域・内容 

５年生 Ａ 物質・エネルギー 

（１）物の溶け方 

イ 物の溶け方について追究する中で，物の溶け方の規則性についての予

想や仮説を基に，解決の方法を発想し，表現すること。 



  ③ 課題に対応したワークシート 

 

  ＊学校の先生は，上記のワークシートを「みえの学力向上県民運動」のホームページ「先生の

ページ」，「学-Viva!!セット（中学校）」内の「理科 第１４弾 もののとけ方 cri_viva14001」

から，ダウンロードできます。 

 



２ 第２学年 

（１）平均正答率，平均無解答率及び領域別平均正答率 

平均正答率 

（平均正答数） 

平均 

無解答率 

領域別平均正答率 

化学的分野 物理的分野 生物的分野 地学的分野 

51.9% 
(10.4 問/20 問) 

5.54% 50.0% 44.3% 62.4% 45.8% 

 
（２）正答数別分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：生徒数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）各問題の正答率     ※網掛けは，正答率が過去より 5ポイント以上低い問題です。 

問題番号 問題概要 
問題 
形式 

正答率 
過去 

同一問題
正答率 

改善状況 

1 

(１) 軟体動物の組み合わせを選択する 選択 88.5% 87.1% +1.4 

(２) 
「アサリが出した砂の質量は明るさに関係していると

はいえない」と考察した理由を選択する 選択 79.7% 78.3% +1.4 

(３) 
明るさを変えるとそれに伴って変わってしまう可能性

のある要因を書く 短答 41.9% 57.4% -15.5 

２ 

(１) 
音の波形を比較し，音の高さが高くなった根拠を選択

する 選択 48.8% 41.3% +7.5 

(２) 
音の高さは，空気の部分の長さに関係しているという

仮説が正しい場合に得られる結果を選択する 選択 33.3% 29.4% +3.9 

３ 

(１) 
実験の結果をグラフに表す際，折れ線ではなく直線を

引く理由を書く 短答 50.0% 48.3% +1.7 

(２) 
実験の結果を分析して解釈し，ばねＢの伸びと同じに

なるように，ばねＡにつるす物体の質量を求める 短答 53.0% － － 

(３) 

実験の結果を分析して解釈し，ばねＡ，Ｂのうち，より

大きな力を測定するのに適したばねを選択し，その理

由を記述する 
記述 36.4% 33.5% +2.9 

４ 

(１) 背骨のある動物の名称を書く 短答 56.2% 56.9% -0.7 

(２) えらぶたの開閉回数の平均値を求める理由を選択する 選択 59.6% 53.6% +6.0 

(３) 
課題に対して適切な考察になるように，実験結果を基

にした考察を記述する 記述 56.2% 44.5% +11.7 

５ 

(１) 
特定の質量パーセント濃度の水溶液の溶質と水のそれ

ぞれの質量を選択する 選択 26.1% 23.1% +3.0 

(２) 
溶け残りの質量を溶解度に結びつけ，重曹を溶かした

方の試験管を選択する 選択 43.1% 44.9% -1.8 

(３) 適切なろ過の実験操作を選択する 選択 80.8% 81.0% -0.2 

(４) 
温度を下げても結晶がほとんど析出しない物質を取り

出す方法を書く 短答 54.5% 58.2% -3.7 



６ 

(１) 無色鉱物の含まれる割合が高い深成岩を選択する 選択 39.7% 37.6% +2.1 

(２) 

物質の冷え方とそれによってできる結晶の大きさの実

験結果から，火成岩のできた場所やマグマの冷え方に

ついて記述する 
記述 30.8% 24.0% +6.8 

(３) 

有色鉱物が多く含まれる火成岩の特徴について，岩石

の色と火成岩をつくるマグマのねばりけの大きさを選

択する 
選択 36.0% 28.8% +7.2 

(４) 
モデル実験の結果から，水を混ぜた石こうのねばりけ

や流れやすさを選択する 選択 69.3% 67.6% +1.7 

(５) 
モデル実験の結果を分析して考察し，マグマのねばり

けと噴火の様子や火山の形との関係を選択する 選択 53.3% 53.3% 0.0 

【成果】 

・音の波形を比較し，音の高さが高くなった根拠を音の高さは振動数に関係する

知識を活用して選択する問題で改善が図られています。 

・種類が違う魚のえらぶたの開閉回数を調べる実験結果を比較し，課題に対して

適切な考察になるよう，実験結果を基にした考察を記述する問題で改善が図ら

れています。 

【課題】 

・要因が複数あると考えられる自然の事物・現象の実験について，１つの要因（変

える条件）を変えるとその他にも変わる可能性のある要因（変わってしまう条

件）を指摘することに課題が見られます。 

・特定の質量パーセント濃度の水溶液の溶質と水のそれぞれの質量を求める問題

で改善が見られますが，平均正答率が 30%を下回っており，依然として課題が

見られます。 

 

（４）課題が見られる問題とその課題の改善に向けた指導のポイント 

  ① 課題が見られる問題 

 １（３）の設問 （正答率：41.9 %）                    

  



② 課題の改善に向けた指導のポイント 

    「変える条件」に伴って変化する「変わってしまう条件」を指摘できるよ

うにする 

 
科学的に探究する能力の基礎や態度を育成する上で，自然の事物・現象の中

から要因を抽出し，適切に条件を制御して観察・実験を計画することが大切で

す。 

指導に当たっては，「原因として考えられる要因」を全て挙げ，それらの要

因を「変える条件」と「変えない条件」に整理し，実験を計画する学習場面を

設定する際，「結果」以外に「変える条件」に伴って「変わってしまう条件」

を指摘できるようにすることが大切です。 

 

  

■学習指導要領における領域・内容 

第２分野 (３)動物の生活と生物の変遷 

ウ 動物の仲間 

（イ） 無脊椎動物の仲間 

 無脊椎動物の観察などを行い，その観察記録に基づいて，それら

の動物の特徴を見いだすこと。 



  ③ 課題に対応したワークシート 

  

＊学校の先生は，上記のワークシートを「みえの学力向上県民運動」のホームページ「先生の

ページ」，「学-Viva!!セット（中学校）」内の「理科 第１４弾 アサリの砂出しを科学的に

探究する cri_viva14004」から，ダウンロードできます。 

 



  ④ 課題の改善に向けた授業例の紹介（全国学力・学習状況調査報告書より） 

 
国立教育政策研究所ホームページ 

平成 30 年度 全国学力・学習状況調査 報告書 【中学校／理科】 

 

 


